
 

淀川河川公園 公園整備計画 比較表 
流域 上流域 中流右岸域 中流左岸域 下流域 

計画対象地区 
（自治体） 

背割堤地区 

（八幡市） 

島本地区 

（島本町） 

大塚地区 

（高槻市） 

鳥飼下地区 

（摂津市） 

枚方・三矢地区 

（枚方市） 

太間・点野野草地区 

（寝屋川市） 

庭窪・八雲地区 

（守口市） 

西中島・十三野草地区 

（大阪市） 

地区選定根拠 

三川合流部拠点施設

（サービスセンター

の位置づけ）の整備

予定がある。 

（地域協議会発足前

に淀川河川事務所が

地区を選定） 

緊急河川敷道路の整

備に伴う公園施設の

再整備予定があっ

た。 

（地域協議会発足前

に淀川河川事務所が

地区を選定） 

三島江野草地区に次

ぐ高水敷切下げ事業

の候補地として選

定。 

（地域協議会発足前

に淀川河川事務所が

地区を選定） 

鳥飼下地区下流側の

未開園区域の整備・

開園の予定があっ

た。 

（地域協議会発足前

に淀川河川事務所が

地区を選定） 

地区会議で収集した利用者・利用団体の意見を踏ま

え、中流左岸域の重点項目を設定し、重点項目の実

現ポテンシャルが高い地区をモデル地区として選

定。 

＜中流左岸域の重点項目＞ 

①川らしい自然環境の再生 

②水辺とふれあえる環境整備 

③多目的利用の促進 

④川とまちをつなぐ取り組み 

地区会議で収集した利用者・利用団体の意見を踏まえ、下流域の重点項目を設

定し、重点項目の実現ポテンシャルが高い地区をモデル地区として選定。 

＜下流域の重点項目＞ 

①川らしい自然環境の保全と利用の調和 

②水辺とふれあえる環境整備 

③多目的利用の促進 

④人とまちとのつながりを深める 

⑤利用ルールと管理運営の仕組みづくり 

 

    ・噴水等人工的施設から、

水辺にふれあえる空間

への転換 

・枚方宿等の歴史文化資

源との連携 

・地元要望が強いグラウ

ンドゴルフが実施可能

な場づくり 

・市民による水辺空間づ

くりの実績がある点野

ワンド付近の環境学習

拠点としての位置づけ 

・茨田堤石碑等の歴史文

化資源との連携 

 

・庭窪ワンドの開園区域への編入、ワ

ンドの環境保全・維持活動を通じた

環境学習の実施により、淀川の自然

環境を学ぶための公園整備のモデル

ケースとしての位置づけ 

 

・大都市の中心部に残された豊かな自

然環境（干潟、ヨシ原）の維持・保

全と利用との調和の実現を図るモデ

ルケースとしての位置づけ 

 

検討の流れ 

H22.10 計画(案)提示 

H23.2  地区会議開催（３地区グループ） 

H23.7  地区会議意見を踏まえた 

    計画(修正案)提示 

H23.11 計画(最終案)提示、 

    一部修正後郵送承認 

H22.10 計画案(案)提示 

H23.2  地区会議（４地区グループ） 

H23.7  地区会議意見を 

    踏まえた計画(修正案)提示 

H23.12 計画(最終案)提示、 

    一部修正後郵送承認 

H23.10､12  地区会議（３地区グループ） 

H24.2    計画策定対象モデル地区選定 

H24.8    計画(素案)提示 

H24.12    計画(案)提示 

H25.1    計画(修正案)を郵送提示、意見収集 

H25.3    一部修正後郵送承認手続き中 

H23.11､12  地区会議（５地区グループ） 

H24.2    計画策定対象モデル地区選定 

H24.8    計画(素案)提示 

H24.11    現地見学会 

H25.1    計画(案)提示 

H25.3    計画(修正案)を郵送提示予定 

計画策定時期 平成23年11月 平成23年11月 平成23年12月 平成23年12月 平成25年2月 平成24年度末（予定） 平成24年度末（予定） 平成24年度末（予定） 

主要な 

予定事業 

・サービスセンター

の整備 

・親水空間の整備 

・船着場の整備 

・周遊園路の整備 

・背割堤遊歩道の再

整備 

・自然保護区域の設

定 

・運動施設（グラウ

ンド、野球場）の

再配置 

・多目的広場への転

換 

・グラウンドの緑化

・親水空間の整備 

・眺望広場の整備 

・高木の植栽 

・高水敷の切り下げ 

・緩衝帯の設置 

・運動施設の縮小 

・グラウンドの緑

化・多・目的広場

への転換 

・眺望広場の整備 

・歴史資源の活用 

・高木の植栽 

・公園へのｱｸｾｽ改善 

・ワンドの環境改善 

・水辺への移行帯の

整備 

・多目的広場の整備 

・自然観察広場の整

備 

・展望広場の整備 

・地域交流行事に活

用できる広場の整

備 

・ジョギングコース

の整備 

・高木の植栽 

・鳥飼サービスセン

ターの活用 

・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰｴﾘｱの配置

・船着場との連携 

・公園へのｱｸｾｽ確保 

 

・高水敷の切り下げ 

・流域自然園の見直し 

・アクアシアター、噴水

施設の見直し 

・多目的広場の整備 

・公園と枚方宿とのｱｸｾｽ

性の改善 

・歴史・自然学習の拠点

づくり 

・船着場の活用 

 

 

・ワンドの環境改善 

・水辺環境の再生 

・水景施設の見直し 

・運動施設の多目的利用

化の促進 

・サービスセンターの活

用 

 

（概ね委員の合意が得ら

れている項目のみ記

載） 

 

 

・庭窪ワンド：河畔林の間引き 

・多目的広場：砂場、花壇の撤去 

・寄り州：外来種の種子を含む表土の

すき取り、ヨシ等の湿地性植物の根

茎を含む土壌の撒き出し 

・二次草原：草刈頻度、時期、草丈を

変えた植生管理の試行 

・野草広場：野草地区のあり方の検討 

（概ね委員の合意が得られている項目

のみ記載） 

 

 

＜西中島地区＞ 

・多目的広場・バーベキューエリア 

：噴水施設の撤去、バーベキューエ

リアの範囲の見直し等 

・管理用道路・河畔林：選択的伐採に

よる順応的管理の試行 

・ヨシ原：ヨシ原に関する情報提供 

・干潟：干潟周辺の利用ルール検討 

＜十三野草地区＞ 

・多目的広場：草花園の廃止 

・野草広場：草刈頻度、時期、草丈を

変えた植生管理の試行 

・管理用道路・河畔林：管理用道路の

表層土の改良による草地の復元 

・十三干潟：潮干狩りによる過剰利用

の抑制（利用ルールづくり） 

 

（概ね委員の合意が得られている項目

のみ記載） 

備考 
      ・今後の整備･維持管理の方向性､短期

的実施項目､中期的実施項目を記載 

・今後の整備･維持管理の方向性､短期

的実施項目､中期的実施項目を記載  

平成 24 年度 淀川河川公園全体協議会 

平成 25 年 3 月 1 日 

資料２-１

検討中 検討中 検討中 


